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Field Review
▪日産化学工業株式会社　袖ケ浦工場
▪富士フイルムコンピューターシステム株式会社

azbil mind
▪ VISUACT

azbil のある街
▪アイデアや工夫することが染み付いた風土【大阪】
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Osaka

□ 山武　□ 山武商会　□ 山武コントロールプロダクト
□ 山武エキスパートサービス　□ 山武フレンドリー　
□ 山武ケアネット　□ 安全センター
□ 熊本安全センター　□ セキュリティフライデー
□ 原エンジニアリング　□ 金門製作所　□ 太信
□ ロイヤルコントロールズ　□ テムテック研究所

販売店

　

大
阪
は
近
畿
地
方
の
行
政
・
産

業
・
文
化
・
交
通
の
中
心
都
市
で

あ
り
、古
く
は
「
大
坂
」と
表
記
し

た
。

　

大
阪
港
の
古
称
で
あ
る
難
波
津

は
、古
代
日
本
の
玄
関
口
と
し
て
中

国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来

地
、使
節
往
来
の
拠
点
と
し
て
発
展

し
た
。
渡
来
人
の
手
で
持
ち
込
ま

れ
た
窯
業
、鍛
冶
、建
築
、土
木
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
技
術
が
各
地

へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

都
が
奈
良
や
京
都
に
あ
っ
て
も
、

文
化
・
通
商
の
玄
関
口
と
し
て
の
役

割
は
変
わ
る
こ
と
な
く
繁
栄
を
続
け

た
。
そ
し
て
、天
下
統
一
を
成
し
遂

げ
た
豊
臣
秀
吉
は
、大
阪
を
本
拠
地

と
定
め
大
坂
城
を
築
城
、名
実
と
も

に
日
本
の
政
治
・
経
済
の
中
心
地

と
な
っ
た
。

　

江
戸
期
に
は
「
天
下
の
台
所
」と

し
て
名
を
馳
せ
る
。
江
戸
は
大
消

費
地
と
な
っ
た
が
、商
品
生
産
力
が

な
い
た
め
、当
時
の
工
業
都
市
で
あ

る
京
や
全
国
か
ら
の
物
資
が
集
ま
り

出
荷
さ
れ
て
い
く
「
流
通
拠
点
」と

な
り
、国
際
貿
易
に
も
結
び
付
い
た

国
内
最
大
の
経
済
都
市
と
し
て
栄

え
た
。
こ
う
し
た
商
い
が
、合
理
的

で
進
取
の
気
性
に
富
む
大
阪
人
気

質
を
形
成
し
た
。
明
治
時
代
に
入

る
と
繊
維
工
業
を
中
心
と
し
た
工

業
都
市
と
し
て
発
展
し
「
東
洋
の
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
」と
称
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ

ン
、プ
レ
ハ
ブ
住
宅
、動
く
歩
道
、自

動
券
売
機
、自
動
改
札
機
、民
放
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
、大
規
模
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

建
設
…
な
ど
は
す
べ
て
大
阪
が
さ
き

が
け
と
な
っ
た
も
の
だ
。
ユ
ニ
ー
ク
な

製
品
や
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
多
く
が

誕
生
す
る
の
は
商
業
発
展
の
た
め
の

い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
や
工
夫
を
す

る
こ
と
が
風
土
に
染
み
付
い
て
い
る

か
ら
だ
。
大
阪
に
は
独
自
の
技
術
で

世
界
の
シ
ェ
ア
の
大
半
を
誇
る
企
業

が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

現
在
、こ
う
し
た
風
土
を
生
か
し

な
が
ら
、さ
ら
に
創
造
的
な
人
や
企

業
に
よ
る
新
し
い
文
化
や
産
業
を

生
み
出
す
、活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る

「
創
造
都
市
」を
目
指
し
て
い
る
。

azbil Go Round
—azbil のある街—

大　阪

azbilの拠点がある街を紹介します。
ア
イ
デ
ア
や
工
夫
す
る
こ
と
が

染
み
付
い
た
風
土

azbilは山武グループのシンボルマークです

本
誌

に
は

、
環

境
に

や
さ

し
い

大
豆

油
イ

ン
キ

と
森

林
認

証
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
本

誌
か

ら
の

無
断

転
載

・
複

製
は

ご
遠

慮
く

だ
さ

い
。
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News Head Line
もっと詳しく! →http://jp.yamatake.com/news/index.html

2入力複合演算機能などを搭載したデジタル指示調節計
SDC45V/46Vを販売開始
デジタル指示調節計「SDC45/46」シリーズの最上位機種として、高度化が進むお客さ
まのニーズに応えるべく、最大3点のアナログ入力が可能で、2入力複合演算機能・ホッ
トスタート機能を搭載した「SDC45V/46V」の販売を開始しました。 → A

渋谷区内の小学生に対し「環境見学会」を開催
当社藤沢テクノセンター（藤沢市川名1-12-2）に、渋谷区立常磐松小学校（渋谷区東
1-7-10 校長：森富子）の児童など約30名を招待し、「藤沢テクノセンター環境見学会」
を開催しました。藤沢テクノセンターにおける廃棄物に関する取組みの紹介を行い、廃棄
物分別の体験や厨房排水処理施設の見学、生ごみ処理機への生ごみ投入体験などを
行いました。 → B

小学生向け「エコ教室」を開催
小学生を対象にした体験教室「鎌取エコ・キッズ探検隊」を、鎌取コミュニティセンター

（千葉市おゆみ野）で開催しました。エコ・キッズ探検隊の目的は、身近な自然を題材に
ゲームやレクリエーションを楽しみながら環境保全の重要性を学んでもらうことでした。
 → C

マルチファンクションゲートウェイ「CMC15G」
高機能モデルを販売開始
プログラマブル・ロジック・コントローラと調節計との通信変換器であるマルチファンクショ
ンゲートウェイ「CMC15G」に、データ収集機能を搭載した高機能モデルの販売を開始
しました。 → A

偏心軸回転形調節弁FloWingの
中大口径形調節弁ラインナップを強化
偏心軸回転形調節弁FloWing（フローウィング）の中大口径（口径6B ～ 12B）のリ
ニューアルを行いました。これまで当社製品では実現できなかった高差圧サービスに対応
が可能となりました。従来品より許容差圧が大きいのが特徴で、高差圧条件における弁
動作の安定性、シートリーク性能も確保しました。 → D

azbilは、グループの気持ちをひとつにする
ための、シンボルマークです。
グループ理念である「“人を中心としたオー
トメーション”で、人々の“安心、快適、達成
感”を実現するとともに、地球環境に貢献し
ます」という思いを込めました。
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山武グループPR誌 azbil（アズビル）

日時計
昼間しか使えないこと、晴天時しか使えないことを除けば、古
代以来、誰でも見たり使ったりできる時計は日時計のみであっ
た。現在もアナログ式時計を始めとする各種回転式メータ・つ
まみ式スイッチ・ねじなどのほとんどが、右に回す（時計まわり）
と数が増えたり機能として用を足す（スイッチが入る）仕様な
のは、北半球で日時計の針がこの向きで回ったためである。

私
た
ち
は
無
限
の
過
去
か
ら

無
限
の
未
来
へ
続
く
時
の
な
か
で
生
き
て
い
る
。

時
は
確
か
に
存
在
し
て
い
る
の
だ
が
、

時
そ
の
も
の
に
は
触
る
こ
と
も
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
が

時
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
持
て
る
。

の
な
か
で

特集

問い合わせ先

A
株式会社 山武
アドバンスオートメーションカンパニー
CPマーケティング部
TEL 0466-20-2278
FAX 0466-20-2193

C
株式会社 山武
ビルシステムカンパニー
コミュニケーションマーケティング部
TEL 03-6810-1112
FAX 03-5796-0795

B
株式会社 山武
広報グループ

TEL 03-6810-1006
FAX 03-5220-7274

D
株式会社 山武
アドバンスオートメーションカンパニー
IPマーケティング部
TEL 0466-52-7027
FAX 0466-20-2365



球
の
自
転
に
と
も
な
う
昼
と
夜
の
リ

ズ
ム
へ
の
対
応
が
体
内
時
計
を
発
明

し
、そ
の
仕
組
み
を
受
け
継
ぎ
な
が

ら
生
物
は
進
化
し
て
き
た
。

　

私
た
ち
哺
乳
類
の
体
内
時
計
の
中
枢
は
視
交
叉

上
核
（
し
こ
う
さ
じ
ょ
う
か
く
）と
い
う
場
所
に

あ
る
。
約
1
万
個
の
神
経
細
胞
の
一
つ
一
つ
が
小

さ
な
時
計
と
し
て
働
き
、全
体
の
1
万
個
が
協
調

し
て
非
常
に
正
確
な
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
い
る
と
い

う
。

　

ま
た
、体
内
時
計
は
、皮
膚
や
臓
器
の
細
胞
の
中

に
あ
る
こ
と
も
判
明
し
て
い
る
。
脳
に
あ
る
親
時

計
は
、体
内
に
あ
る
子
時
計
に
時
刻
を
知
ら
せ
る

こ
と
で
、睡
眠
や
血
圧
、体
温
、ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ズ
ム
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
、私
た
ち
人
間
の
体
内
時
計
の
リ

ズ
ム
は
25
時
間
と
言
わ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
25
時
間

な
の
か
、理
由
は
分
か
っ
て
い
な
い
が
昼
、夜
区
別

の
付
か
な
い
と
こ
ろ
で
生
活
す
る
実
験
の
結
果
判

明
し
た
こ
と
だ
。
と
に
か
く
、地
球
の
自
転
と
は

約
1
時
間
の
ズ
レ
が
あ
る
。
人
は
毎
日
こ
の
ズ
レ

を
修
正
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

生
活
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、ズ
レ
を
修
正
で
き

な
い
ま
ま
生
活
を
送
る
人
が
増
え
た
。
体
内
時
計

の
狂
い
は
、睡
眠
障
害
は
も
ち
ろ
ん
、癌
や
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
を
引
き
起
こ
す
原
因
の
一
つ
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
体
内
時
計
が
狂
い
や
す
い
環
境

の
中
、ど
う
す
れ
ば
正
し
い
体
内
リ
ズ
ム
を
刻
み

な
が
ら
生
活
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

体
内
時
計
を
狂
わ
せ
な
い
方
法
は
一
つ
、朝
日

を
浴
び
る
こ
と
だ
。
光
が
視
神
経
を
通
っ
て
脳

の
親
時
計
に
達
す
る
と
、そ
こ
で
体
内
時
計
が
リ

セ
ッ
ト
さ
れ
1
時
間
の
ズ
レ
が
調
整
さ
れ
る
。
次

に
親
時
計
か
ら
子
時
計
に
時
間
調
整
の
信
号
が
送

ら
れ
る
と
細
胞
の
活
動
が
活
発
に
な
る
の
だ
。

　

特
に
、目
に
光
を
受
け
る
と
脳
の
体
内
時
計
の

指
令
で
た
く
さ
ん
の
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌

さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ホ
ル
モ

ン
は
脳
な
ど
全
身
の
細
胞
に
働
き
か
け
、血
糖
や

血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
な
ど
全
身
の
働
き
を

調
節
す
る
重
要
な
役
割
を
し
て
い
る
。
も
と
も
と

分
泌
量
が
最
も
多
い
の
は
眠
り
か
ら
覚
め
る
と
き

だ
が
、特
に
人
の
場
合
、朝
日
を
浴
び
れ
ば
さ
ら
に

分
泌
量
が
増
え
る
の
だ
と
い
う
。
早
起
き
は
三
文

の
得—

—

昔
の
人
は
、体
内
時
計
の
存
在
と
そ
の

リ
セ
ッ
ト
の
方
法
を
知
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
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メラトニンの
分泌が最大

自然な出産が多い

午前午後

体温が最も低い

血圧と脈拍が高くなる

メラトニンの分泌が停止

体重が最も少ない

知力が高まる

昼食後の眠気が最大

味覚が鋭くなる

メラトニンの分泌が始まる

視
し こ う さ じ ょ う か く

交叉上核
（体内時計）

松果体
（メラトニンの合成・分泌）
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滋賀県出身。1979年京都府立医科
大学医学部卒業。1995年神戸大学
医学部教授。2007年5月より京都大
学大学院薬学研究科医薬創成情報
科学講座システムバイオロジー分野教
授、現在に至る。時間生物学会理事。
2007年には紫綬褒章を受章する。

京都大学大学院
薬学研究科医薬創成情報科学講座
システムバイオロジー分野
岡村 均 教授（医学博士）

体
内
リ
ズ
ム

血
圧
や
体
温
、ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
な
ど
は
あ
る
一
定
の
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
い
る
。

そ
の
リ
ズ
ム
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
が
体
内
時
計
だ
。

体
内
時
計
は
生
物
時
計
と
も
呼
ば
れ
、

地
球
上
の
ほ
と
ん
ど
の
生
物
に
存
在
し
て
い
る
。

の
な
か
で

体内のリズムのパターン
会議は午前中がよく、午後２時頃の会議は
最も効率が悪いと考えられる

体内時計の司令塔ともいえる親時計は、脳の視
交叉上核にある。朝、目からの太陽の光を感知
すると視交叉上核に信号が送られる。およそ15
時間前後経つとメラトニンという睡眠ホルモン
を分泌するよう指令がいく。分泌されたメラト
ニンは、今度は、視交叉上核の親時計に働いて時
計を微調整し、自然な眠りを誘う。つまり、早起
きをすることが早寝につながるのだ。

早寝早起きではなく、
早起き早寝

マウスを使った実験で、目に光を受けると脳の体内時計
の指令でたくさんの副腎皮質ホルモンが分泌される（赤
い部分が活性化した副腎皮質）。

2007年５月から
籍を置く京都大
学の研究室にて

地

光

時計遺伝子がタンパク質を作り、そのタ
ンパク質が再び時計遺伝子に取り込まれ
る。この期間はおよそ24時間。タンパ
ク質が活発に作られるとそれがさまざま
に変換されて交感神経、副交感神経、ホル
モンなどをコントロールする。細胞が分
裂する時間も体内時計が決める。

時計遺伝子が
リズムを刻む

09:12
時計遺伝子

この実験装置の中で、体内時計をつかさどるたんぱく質の動きを
観察、記録している

光照射前

光照射後
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　コンポーネント製品からシステム製品までの多岐
にわたる山武製品は、主力の湘南工場、伊勢原工場や
海外を含むグループ会社で生産しています。
　その各生産拠点で行われているのがaJUMP（エー
ジャンプ）という改善活動です。既に20年以上の歴
史があるこの活動の狙いは、リードタイム短縮、品質
向上、コストダウンなどのテーマに取り組みながら
より生産体質を強化し、お客さまの満足するQCDで
製品を提供し、事業に貢献することにあります。実
際の活動は、例えば、リードタイムの10％削減という

目標が設定されると、現場で知恵を出し合い、現状の
悪さを顕在化し、課題を明らかにしながら目標達成
に向けて取組みを行います。一つのテーマは３カ月
と期間を区切って重点的に、スピーディに取り組み、
複数の工場で並行して取り組んでいますので年間で
8～ 12の課題をクリアしています。
　これらを推進するには改善スキルを持った人材
も大切で、実際の改善活動にいろいろな部署のメン
バーを入れて人材育成を行い、皆で力を合わせて強
い現場作りに邁進しています。

生産効率向上を目指して
aJUMP活動

azb i l  Top i cs

現状の現場調査を行い、改善活動へつなげていく

に
献
上
さ
れ
た
も
の
で
、静
岡
県
久
能
山
東
照
宮

に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、機
械
時
計
が
持
ち
込
ま
れ
た
当
時

の
日
本
は
定
時
法
で
は
な
く
、不
定
時
法
が
使
わ

れ
て
い
た
。
不
定
時
法
は
紀
元
前
か
ら
使
わ
れ
て

い
る
時
刻
表
示
で
、昼
と
夜
を
そ
れ
ぞ
れ
等
分
す

る
。
昼
と
夜
の
長
さ
が
同
じ
な
ら
問
題
な
い
が
、

季
節
に
よ
っ
て
変
化
す
る
か
ら
や
っ
か
い
だ
。
い

や
、現
代
人
か
ら
み
れ
ば
や
っ
か
い
だ
が
、お
天
道

さ
ま
と
と
も
に
生
活
し
て
い
た
当
時
の
人
に
と
っ

て
み
れ
ば
至
極
当
た
り
前
の
こ
と
。
夜
が
明
け
れ

ば
一
日
が
始
ま
り
、日
が
暮
れ
れ
ば
終
わ
る
。
夜

明
け
の
時
間
は
地
方
に
よ
っ
て
も
違
う
か
ら
、時

刻
ま
で
が
地
域
密
着
だ
。
そ
う
し
た
生
活
に
定
時

法
の
機
械
時
計
で
は
役
に
立
た
な
い
。
そ
こ
で
、

定
時
法
の
機
械
時
計
を
参
考
に
し
て
、不
定
時
法

の
機
械
時
計
を
日
本
人
は
作
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
ら
は
後
に
和
時
計
と
呼
ば
れ
る
。

　

珍
し
い
和
時
計
は
権
力
者
で
あ
る
大
名
だ
け
が

所
有
し
て
い
た
。
そ
し
て
微
妙
な
調
整
が
必
要
な

和
時
計
は
、御お

と

け

い

し

時
計
師
が
管
理
、改
良
を
加
え
て
、

よ
り
便
利
な
時
計
が
製
作
さ
れ
る
。
装
飾
性
も
加

わ
り
、大
名
の
権
威
を
誇
示
す
る
も
の
と
し
て
、最

も
格
式
の
高
い
上

段
の
間
に
も
置
か

れ
た
。

　

和
時
計
の
技
術
的
に
優
れ
て
い
る
点
は
な
ん
と

い
っ
て
も
針
の
速
度
が
変
化
す
る
こ
と
（
文
字
盤

が
回
転
す
る
も
の
は
、回
転
速
度
が
変
化
す
る
）。

季
節
に
よ
っ
て
変
化
す
る
一い

っ
と
き時
の
長
さ
を
表
示
で

き
る
和
時
計
は
、江
戸
時
代
の
最
高
の
科
学
技
術

と
も
い
え
る
。

　

明
治
維
新
を
迎
え
定
時
法
を
使
用
し
て
い
た
外

国
と
の
交
渉
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
不
定
時
法
で

は
不
都
合
が
多
く
な
っ
た
。
1
8
7
3
年
、１
日

24
時
間
の
定
時
法
が
採
用
さ
れ
る
と
、日
本
独
自

に
発
達
し
た
和
時
計
は
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
し

か
し
、和
時
計
で
培
わ
れ
た
技
術
は
、そ
の
後
、日

本
の
精
密
産
業
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
も
た
ら

す
こ
と
に
な
っ
た
。

和
時
計

江
戸
時
代
の
日
本
製
機
械
時
計
を
「
和
時
計
」と
い
う
。

大
名
し
か
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
「
大
名
時
計
」と
も
名
付
け
ら
れ
た
。

昼
と
夜
を
別
々
に
等
分
す
る
不
定
時
法
で
時
刻
を
知
ら
せ
る
日
本
独
自
の
時
計
だ
。

の
な
か
で

aJUMP：azbil Just-in-time Upgrade Manufacturing Process
QCD：Quality、Cost、Delivery（品質、価格、納期）

大名時計博物館は、陶芸家の故上口愚朗
（ぐろう：本名 作次郎）氏が生涯にわたり収
集した大名時計を展示している専門の博物
館。二代目故上口等（ひとし）氏が1974年
に開館した。現在は等氏の奥さま、翠さんが
管理している。「和時計」「大名時計」と名
付けたのは先代の愚朗氏。「先代から、『和
時計の前では今の時間を忘れるように』と言
われたことを憶えています」と翠さん。

大名時計博物館

上
か み ぐ ち

口 翠
みどり

さん

日
を
24
等
分
し
た
時
刻
を
定
時
法
と

い
う
。
14
世
紀
、イ
タ
リ
ア
の
都
市

で
採
用
さ
れ
、次
第
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
国
々
に
広
が
っ
た
。
時
間
は
貨
幣
同
様
、貴
重

な
も
の
と
尊
重
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
定
時
法
の

機
械
時
計
は
、フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ザ
ビ
エ
ル
が
日
本

に
初
め
て
持
ち
込
ん
だ
と
か
。
た
だ
し
、現
存
す

る
最
古
の
機
械
時
計
は
メ
キ
シ
コ
か
ら
徳
川
家
康

不定時法に合わせるには二つの方法がある。運転を一定にしたまま文字盤の目盛りを変える方法と、
運転速度そのものを変える方法。文字盤の掛け替えは、季節毎の時刻を刻んだ節板を用意した。
運転速度は天符（天秤のようなもの）の左右にある分銅の位置を変えて運転速度を変える。分銅
の位置が遠いと遅く、近づければ早くなる。これを毎日「明六ツ（あけむつ）」「暮六ツ（くれむつ）」
の２回行った。この手間を省いたのが『二挺天符』。昼用夜用の２本の棒天符を取り付け、「明六
ツ（あけむつ）」「暮六ツ（くれむつ）」に自動的に切り替わるようにした。

不定時調節

大名時計博物館
▪所在地：東京都台東区谷中2-1-17
▪TEL：03-3821-6913
▪開館時間：10:00 ～ 16:00
▪休館日：月曜（祝日の場合は翌日）
　　　　  ７～９月/年末年始 休館
▪入館料：300円（大人）
▪交通：地下鉄千代田線根津駅→

　徒歩約８分
料金・休館日等は要事前確認

携帯用の時計として
印籠時計も作られた
が、実用というより
おしゃれとして持た
れたようだ

和時計の時刻表示
和時計は昼と夜を各６等分して時刻を表示する。夏

（夏至）の昼の長さは約15時間51分で6等分した一
時（いっとき）は2時間38分。夜の長さは8時間9分
で一時は1時間21分。冬（冬至）の昼の一時の長さ
は1時間49分で、夜の一時は2時間10分となる。御
時計師はこうした変化を正確に時刻として表した。
現代人には分かりにくいが、太陽の動きで時間を計る
ため「子（ね）」の方角を北にして、右回りに十二支を
当てはめてある。南の方角を表す「午（うま）」の刻
の真ん中が正午。

1

枕時計、卓上時計、印籠時計な
ど、様々な種類の時計が作られ
た。機械の小型化は当時から日
本人の得意とするところ

夏至

午（12時）

未

申

酉

戌
亥丑

寅

卯

辰

巳

子（24時）

お昼

夜

午（12時）未
申

酉

戌

亥丑

寅

卯

辰
巳

子（24時）

お昼

夜

冬至
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グ
リ
ニ
ッ
ジ
を
通
る
子
午
線
を
経
度
の
基
本
に

決
定
し
た
の
は
、第
一
級
の
天
文
台
を
有
し
て
い
た

こ
と
や
、海
図
や
地
図
が
す
で
に
グ
リ
ニ
ッ
ジ
子

午
線
を
本
初
子
午
線
と
し
て
採
用
し
て
い
た
た
め

だ
。

　

こ
の
国
際
子
午
線
会
議
の
決
議
に
基
づ
い
て
、

グ
リ
ニ
ッ
ジ
よ
り
9
時
間
の
時
差
と
な
る
東
経

1
3
5
度
子
午
線
が
、日
本
標
準
時
子
午
線
と

な
っ
た
。
と
は
い
え
、当
時
は
ま
だ
交
通
網
が
未
発

達
で
標
準
時
制
定
の
必
要
性
は
欧
米
ほ
ど
切
実
で

は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ち
な
み
に
、米
国
を
鉄
道
で

横
断
す
る
場
合
、現
地
で
使
わ
れ
て
い
る
時
間
に

時
計
を
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
2
0
0
回
も
時

計
を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
か
。

　

と
こ
ろ
で
、明
石
市
民
が
日
本
標
準
時
子
午
線

の
重
要
性
を
認
識
し
、子
午
線
通
過
地
点
に
最
初

に
標
識
を
建
て
た
の
は
1
9
1
0
年
（
明
治
43

年
）の
こ
と
。
そ
れ
以
来
、東
経
1
3
5
度
子
午

線
が
通
る
町
が
い
く
つ
か
あ
る
中
、明
石
が
「
時
の

町
」と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

現
在
、私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
協
定
世
界
時
（
世

界
共
有
の
標
準
時
）は
、1
秒
の
長
さ
を
原
子
時

計
を
基
準
に
決
め
て
い
る
。
原
子
時
計
は
、高
性

能
な
も
の
に
な
る
と
数
千
万
年
に
1
秒
し
か
狂
わ

な
い
と
い
う
精
度
。
と
こ
ろ
が
、私
た
ち
の
生
活
は

あ
く
ま
で
も
地
球
の
自
転
に
基
づ
い
て
い
る
。
地

球
の
自
転
が
正
確
無
比
な
ら
問
題
は
な
い
が
、少

し
ず
つ
遅
く
な
っ
て
い
る
の
で
わ
ず
か
ず
つ
差
が
で

き
て
し
ま
う
。
そ
の
差
を
無
視
で
き
な
く
な
る
と

う
る
う
秒
と
し
て
1
秒
を
挿
入
す
る
。
実
際
の
挿

入
方
法
は
、
1
0
0
秒
間
だ
け
1
秒
で
は
な
く

1
・
01
秒
を
刻
み
、0
・
01
×
1
0
0
秒
で
1
秒

間
を
挿
入
す
る
。
最
近
で
は
、
2
0
0
6
年
（
平

成
18
年
）の
1
月
1
日
に
「
う
る
う
秒
」調
整
が

行
わ
れ
た
。

　

機
械
に
よ
る
時
間
管
理
の
精
度
は
驚
く
ほ
ど
向

上
し
て
い
る
。
し
か
し
、基
準
と
な
る
時
は
、や
は

り
地
球
の
自
転
な
の
だ
。
地
球
が
廻
り
続
け
る
限

り
未
来
は
や
っ
て
来
る
。

日
本
標
準
時

現
在
、世
界
標
準
時
の
基
準
は
数
千
万
年
に
１
秒
し
か
狂
わ
な
い
原
子
時
計
に
よ
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、時
間
は
本
来
、地
球
の
自
転
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
る
も
の
だ
。

地
球
の
自
転
と
原
子
時
計
の
差
に
は
う
る
う
秒
を
挿
入
し
て
調
節
し
て
い
る
。

の
な
か
で

本
標
準
時
が
制
定
さ
れ
た
２
年
前
の

1
8
8
4
年
（
明
治
17
年
）の
こ
と
。

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
国

際
子
午
線
会
議
で
、英
国
グ
リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台
を

通
る
子
午
線
を
経
度
の
基
本
（
経
度
零
度
の
子

午
線
／
本
初
子
午
線
）と
し
、そ
こ
か
ら
経
度
が
15

度
ず
つ
隔
た
る
ご
と
に
1
時
間
の
時
差
を
持
つ
時

刻
を
各
国
で
使
用
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

明石市立天文科学館は、1960年（昭和
35年）に「時と宇宙の博物館」として開館し
た。1995年（平成7年）の阪神淡路大震
災で大きな被害を受けたが、1998年（平
成10年）にリニューアルオープンした。本初
子午線から正確に時差が９時間になる東経
135度子午線の真上に建っている。

明石市立天文科学館
鈴木 康史さん（学芸員）

明石市立天文科学館
▪所在地：兵庫県明石市人丸町２-６
▪TEL : 078-919-5000
▪開館時間：9:30 ～ 17:00
　（入館は16:30まで）
▪休館日：月、第２火曜、
　年末年始（12/27 ～１/４）
▪観覧料：大人700円
▪交通：ＪＲ明石駅から徒歩15分
料金・休館日等は要事前確認

日

東経135度子午線の真上にある明石市立天文科学館の柱

1951年（昭和26年）の子午線
観測に使用された子午儀

子午線とは中国では真北を「子」、
真南を「午」と呼び、真北と真南を
結んだ線という意味。

世界時より9時間早い
東経135度の子午線

明石
135度Ｅ

105度Ｅ

90度Ｅ

75度Ｅ

60度Ｅ

45度Ｅ

30度Ｅ

15度Ｅ

0度グリニッジ（本初子午線）

15度Ｗ
30度Ｗリオデジャネイロ

45度Ｗ

明石はリオデジャネイロとの時差がちょうど
12時間。グリニッジの世界時よりは9時間早い

東経135度子午線が通る町
は明石市以外にもいくつかあ
る

日本標準時子午線が
通るまち

北極

日本では協定世界時から9時間進んだ時刻を、JJYという電波信号で時報を出している。
これを受けて放送局では時報を出し、NTTは117の時報サービスを行っている。

時報

協
定
世
界
時

情
報
通
信
研
究
機
構

放
送
局
・
N
T
T

JJYは、日本全国を
カバーするために福
島県と佐賀県にある
２箇所の標準電波
送信所から発信され
ている。日本国内
で販売されている電
波時計は、上記のい
ずれかの電波を受
信して時刻を自動的
に調整する

JJY

日本標準時を決定・維持する情報通信研究
機構のHPでは、日本標準時を表示している
http://www3.nict.go.jp/cgi-bin/JST.pl

天文台

原子時計

120度Ｅ

明石
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ClientVol.1 日産化学工業株式会社　袖ケ浦工場

最
先
端
産
業
を
支
え
る

製
品
を
提
供

　

１
８
８
７
年
に
創
業
し
た
日
産
化
学
工

業
は
、研
究
開
発
を
成
長
の
原
動
力
と
位

置
付
け
、新
た
な
事
業
を
創
出
し
な
が
ら

発
展
し
て
き
た
企
業
で
す
。

　

東
京
湾
に
面
し
た
千
葉
県
袖
ケ
浦
市
に

１
９
６
９
年
に
開
設
さ
れ
た
袖
ケ
浦
工
場

は
、現
在
、半
導
体
製
造
や
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の
最
先
端
産
業
を

中
心
に
幅
広
い
分
野
で
使
用
さ
れ
て
い
る

電
子
材
料
や
無
機
材
料
な
ど
を
開
発
・
製

造
す
る
開
発
型
工
場
で
す
。
こ
う
し
た
製

品
の
製
造
工
程
は
、お
客
さ
ま
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、複
雑
化
、高
度
化

し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

「
当
工
場
は
超
多
品
種
少
量
の
バ
ッ
チ
プ

ロ
セ
ス
が
メ
イ
ン
で
す
。
製
品
の
需
要
拡

大
や
、お
客
さ
ま
ニ
ー
ズ
に
素
早
く
応
え

る
た
め
、そ
の
バ
ッ
チ
プ
ロ
セ
ス
が
日
々

変
化
し
て
い
ま
す
。
よ
り
安
全
に
、よ
り

早
く
、そ
し
て
従
業
員
に
大
き
な
負
担
と

な
ら
な
い
プ
ラ
ン
ト
制
御
が
最
大
の
課
題

で
し
た
」（
須
藤
氏
）

　

そ
こ
で
採
用
さ
れ
た
の
が
山
武
の
オ
ー

プ
ン
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム

のIndustrial-D
E
O
TM

（
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
・
デ
オ
）で
す
。

「
多
品
種
生
産
に
素
早
く
対
応
で
き
る

バ
ッ
チ
管
理
パ
ッ
ケ
ー
ジB

atchS
uite

TM

（
バ
ッ
チ
ス
イ
ー
ト
）は
、い
ま
や
当
工
場

に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
」

（
須
藤
氏
）

モ
バ
イ
ル
D
C
S
で

省
力
化
と
誤
操
作
の

防
止
を
目
指
す

　

袖
ケ
浦
工
場
内
で
最
も
広
い
の
が
ス

ノ
ー
テ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ト
。
ス
ノ
ー
テ
ッ

ク
ス
は
、シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
や
デ
ィ
ス
ク

な
ど
の
研
磨
剤
、イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ

ン
タ
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
な
ど
幅
広
い

分
野
で
使
用
さ
れ
る
無
機
材
料
で
す
。

２
０
０
０
年
、最
初
にB

atchS
uite

を
採

用
し
た
の
が
当
プ
ラ
ン
ト
。
現
在
は
モ
バ

イ
ル
型
D
C
S
※
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

「
広
い
エ
リ
ア
内
で
効
率
良
く
計
器
室
の

オ
ペ
レ
ー
タ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
な
が
ら
、見
た
い
場
所
で
見
た
い

表
示
を
確
認
で
き
る
の
で
、作
業
効
率
が

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
何
よ
り
も
現
場
で
の

安
心
感
が
増
し
ま
し
た
」（
吉
峯
氏
）

　

ス
ノ
ー
テ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ト
は
さ
ま
ざ

ま
な
設
備
が
連
結
し
て
い
て
、多
品
種
生

産
に
対
応
す
る
バ
ッ
チ
プ
ロ
セ
ス
と
ひ
と

つ
の
も
の
を
作
り
続
け
る
連
続
プ
ロ
セ
ス

が
混
在
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
年
度
中
に
は
ス
ノ
ー
テ
ッ
ク

ス
プ
ラ
ン
ト
す
べ
て
の
シ
ス
テ
ム
を

Industrial-D
E
O

に
統
合
し
、さ
ら
な
る

需
要
増
加
へ
の
対
応
と
高
い
品
質
管
理
を

目
指
し
ま
す
」（
吉
峯
氏
）

毎
日
増
加
す
る
新
銘
柄
に

素
早
く
対
応
で
き
る

プ
ラ
ン
ト
の
実
現

　

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
市
場
の
拡
大
に
伴

う
、液
晶
配
向
膜
用
ポ
リ
イ
ミ
ド
の
拡
販

に
対
応
す
る
た
め
、２
０
０
５
年
に
袖
ケ

浦
工
場
に
新
た
な
ポ
リ
イ
ミ
ド
プ
ラ
ン
ト

が
完
成
し
ま
し
た
。
新
た
な
製
造
設
備

に
は
ス
ノ
ー
テ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ト
で
実

績
の
あ
っ
たIndustrial-D

E
O

な
ら
び
に

B
atchS

uite

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、毎
月

数
銘
柄
も
新
製
品
を
投
入
す
る
プ
ラ
ン
ト

で
は
、柔
軟
性
と
高
品
質
を
素
早
く
実
現

で
き
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

若
い
オ
ペ
レ
ー
タ
が
多
い
当
プ
ラ
ン
ト
で

は
使
い
や
す
さ
も
重
要
で
、こ
う
し
た
期

待
にB

atchS
uite

が
す
べ
て
応
え
て
く
れ

て
い
ま
す
」（
千
葉
氏
）

　

超
多
品
種
少
量
生
産
で
し
か
も
次
か
ら

次
へ
と
銘
柄
が
増
え
る
プ
ラ
ン
ト
で
は
、

作
業
を
で
き
る
限
り
単
位
工
程
ご
と
に
細

分
化
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
す
る
こ
と
で
製
造

フ
ロ
ー
を
可
視
化
、そ
れ
に
よ
り
ど
ん
な

レ
シ
ピ
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
プ
ラ
ン

ト
が
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、仕
込
み
の

た
め
の
原
料
計
算
工
程
が
自
動
化
さ
れ
る

こ
と
で
転
記
ミ
ス
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
不
良
品
発
生
の
防
止
が
品
質
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
も
山
武
の
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー

ル
を
組
み
合
わ
せ
て
よ
り
良
い
プ
ラ
ン
ト

管
理
を
目
指
し
た
い
で
す
。
山
武
担
当
者

に
千
葉
の
工
業
地
帯
に
あ
る

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
の
豊
富
な

実
績
を
基
に
ア
ド
バ
イ
ス
い

た
だ
け
る
の
で
、今
後
も
話

し
合
い
な
が
ら
一
緒
に
プ
ラ

ン
ト
を
作
り
上
げ
て
行
き
た

い
で
す
」（
千
葉
氏
）

　

同
工
場
で
の
高
い
評
価
は

山
武
の
製
品
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
何
よ
り
も
素
早

い
対
応
を
し
て
く
れ
る
山
武

の
“
人
”が
頼
も
し
い
」と
須

藤
氏
は
話
し
ま
す
。

「
ハ
ー
ド
は
ど
の
メ
ー
カ
も

そ
う
違
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ

け
に
人
の
違
い
こ
そ
が
、山

武
製
品
の
信
頼
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
現
場
で
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
な

ど
、当
社
の
プ
ラ
ン
ト
を
熟
知
し
、何
か
あ

れ
ば
す
ぐ
に
駆
け
付
け
て
く
れ
る
。
こ
の

プ
ラ
ン
ト
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、実
は
山

武
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
す
」（
須
藤
氏
）

製造工程変更の効率化と
品質の安定で
多品種少量生産をサポート
バッチ生産の信頼性と運用管理のしやすさを
Industrial-DEOが実現しています。

Vol.1 日産化学工業株式会社　袖ケ浦工場

スノーテックスプラント内の計器室

ポリイミドプラントの外観。電子材料はクリーンルーム内にプラントが収まっている

モバイル型DCSの採用で、計器室と連絡しながらノートパソコンでプラントの状態
をチェックできる

所 在 地
敷 地
人 員 規 模
事 業 内 容

：
：
：
：

千葉県袖ケ浦市北袖11-1
57,554㎡
142名（2007年4月現在）
基礎化学品、無機材料、機能材
料、ファインテック、電子材料、
農業化学品、医薬品の開発・製
造・販売

日産化学工業株式会社　袖ケ浦工場

日産化学工業株式会社は「精密有
機合成」「超微粒子制御」「機能性高
分子」など独自の技術をベースに、化
学、電子材料、農医薬などの分野にお
いて様々な製品を提供しています。

製造第１課
主事
吉峯 良史氏

日産化学工業株式会社
袖ケ浦工場　工務課
主査
須藤 真氏

製造第２課
主事
千葉 茂樹氏

ポリイミドプラント内の計器室

※�

D
C
S
：D

istributed�C
ontrol�System

（
分
散
形

制
御
シ
ス
テ
ム
）
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納入事例紹介

ClientVol.2 富士フイルムコンピューターシステム株式会社

富
士
フ
イ
ル
ム
グ
ル
ー
プ
全
体
の

I
T
戦
略
を
司
る

　

富
士
フ
イ
ル
ム
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス

テ
ム
株
式
会
社
（
以
下FFC

S

）は
、カ

ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど

で
世
界
的
な
知
名
度
を
誇
る
富
士
フ
イ
ル

ム
株
式
会
社
の
I
T
部
門
が
独
立
し
、

1
9
9
8
年
に
設
立
さ
れ
た
会
社
で
す
。

富
士
フ
イ
ル
ム
グ
ル
ー
プ
の
グ
ロ
ー
バ
ル

な
連
結
経
営
の
強
化
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
、全
社
業
務
改
革
を
狙
い
と
し
、設
立
と

同
時
に
E
R
P
パ
ッ
ケ
ー
ジ
※

の
導
入
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

お
よ
そ
3
年
か
け
て
、経
理
経
営
情
報
シ

ス
テ
ム
や
販
売
物
流
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、国
内
は
ほ
ぼ
導
入
を
完
了
し
ま
し
た
。

現
在
は
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
拠
点
を

開
設
し
、世
界
展
開
す
る
富
士
フ
イ
ル
ム

グ
ル
ー
プ
へ
の
E
R
P
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
展

開
を
進
め
て
い
ま
す
。

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
の
統
合
化
に
伴
い

ア
ク
セ
ス
ロ
グ
収
集
を
開
始

　

富
士
フ
イ
ル
ム
で
は
、
2
0
0
4
年
か

ら
全
国
の
事
業
所
に
点
在
し
て
い
た
フ
ァ

イ
ル
サ
ー
バ
の
統
合
を
行
い
、FFC

S

が

担
当
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
部
門
レ
ベ

ル
で
独
自
に
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
を
構
築
し

運
用
し
て
い
ま
し
た
が
、組
織
変
更
に
よ

り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上

の
資
源
を
利
用
で
き
な
く
な
る
、バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
確
実
に
取
ら
れ
な
い
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
3
年
の
歳
月
を
か
け
、約
4
0
0

台
あ
っ
た
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
の
統
合
を
順

次
行
い
ま
し
た
。

　

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
の
統
合
を
進
め
る
こ

と
で
情
報
が
一
元
化
さ
れ
、誰
も
が
必
要

な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
環
境
に
な

り
、ま
た
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
の
機
運
が

高
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、サ
ー
バ
に
ア

ク
セ
ス
し
た
日
付
や
時
刻
、ア
ク
セ
ス
し

た
人
や
フ
ァ
イ
ル
を
特
定
で
き
る
ア
ク
セ

ス
ロ
グ
の
収
集
を
行
い
、情
報
を
ト
レ
ー

ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
対
処
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

FFC
S

で
は
、日
商
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
株
式
会
社
と
協
力
し
て
検
討
を
重
ね
、

2
0
0
7
年
4
月
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
フ
ラ

イ
デ
ー
株
式
会
社
の
ロ
グ
収
集
シ
ス
テ
ム

V
IS
U
A
C
T™

を
導
入
し
ま
し
た
。

「
個
人
情
報
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
や
、

企
業
の
情
報
漏
洩
の
不
祥
事
が
相
次
ぎ
、

情
報
管
理
の
要
求
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

企
業
の
対
応
と
し
て
、何
か
あ
っ
た
と
き

に
原
因
を
追
及
で
き
、情
報
公
開
の
要
求

に
も
き
ち
ん
と
応
え
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
の

整
備
が
急
務
で
し
た
」（
湯
川
氏
）

ユ
ー
ザ
に
負
担
を
か
け
な
い

パ
ケ
ッ
ト
キ
ャ
プ
チ
ャ
方
式

　

ロ
グ
収
集
ソ
フ
ト
を
検
討
す
る
際
に
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、ロ
グ
に
漏
れ
が

な
い
こ
と
と
、
P
C
に
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
な
い
こ
と
。
パ
ケ
ッ
ト
キ
ャ
プ

チ
ャ
方
式
と
い
う
独
自
の
技
術
を
採
用
し

て
い
るV

IS
U
A
C
T

で
あ
れ
ば
、各
ユ
ー
ザ

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
に

ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。
漏
れ
な
く
確
実
に
ロ
グ
が

収
集
で
き
る
と
同
時
に
、導
入
運
用
時
に

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
や
、各
P
C
へ
の
作
業

も
な
い
こ
と
が
、大
き
な
魅
力
で
し
た
。

「
グ
ル
ー
プ
の
総
ユ
ー
ザ
数
は
2
万
人
、扱

う
総
フ
ァ
イ
ル
数
は
1
億
個
に
も
な
り
ま

す
。
こ
れ
ほ
ど
の
大
容
量
サ
ー
バ
に
安
定

し
て
対
応
で
き
る
の
は
、V
IS
U
A
C
T

し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
膨
大
な
量

の
ロ
グ
を
整
理
し
、必
要
な
情
報
だ
け
を

残
し
て
く
れ
る
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
の
よ
さ

も
魅
力
で
し
た
」（
石
井
氏
）

　

合
計
13
台
のV

IS
U
A
C
T

を
各
拠
点
に

導
入
し
、本
社
で
は
各
拠
点
の
サ
ー
バ

が
収
集
し
た
ロ
グ
を
一
つ
に
ま
と
め
る

V
IS
U
A
C
T-LM

を
用
い
て
、ビ
ュ
ー
ア
で

運
用
し
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
で
一
貫
し
た

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
の

構
築
に
向
け
て

　

FFC
S

で
は
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
＆

リ
ス
ク
管
理
部
と
連
携
し
、ロ
グ
情
報
を

共
有
し
て
、グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

「
企
業
に
と
っ
て
、セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
関
す
る
事
故
の
損
害

は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
ロ
グ
の

収
集
は
、グ
ル
ー
プ
の
社
会
的

責
任
を
支
え
る
保
険
の
よ
う

な
も
の
で
あ
り
、説
明
責
任
を

果
た
す
大
切
な
ツ
ー
ル
で
す
」

（
石
井
氏
）

　

ロ
グ
の
収
集
を
社
員
に
周

知
す
る
こ
と
で
、不
正
ア
ク
セ

ス
の
抑
制
効
果
も
期
待
で
き

ま
す
。V

IS
U
A
C
T

の
導
入
に

よ
り
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
の

構
築
は
着
々
と
進
ん
で
い
ま

す
。

「
当
グ
ル
ー
プ
は
、
2
0
0
6

年
10
月
に
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
制
に
移
行
し
、情
報
共
有
の

有
効
性
は
よ
り
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
グ
ル
ー
プ
全
体
の
イ
ン

フ
ラ
と
情
報
共
有
の
底
上
げ
を
行
い
、グ

ル
ー
プ
内
で
一
貫
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体

制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
湯
川
氏
）

安定したアクセスログ収集で
富士フイルムグループの
情報セキュリティ向上に貢献
富士フイルムグループで運用するファイルサーバに、
アクセスログを収集するVISUACTを導入。
効率的なログ収集により、グループ内部の透明性を高めています。

Vol.2 富士フイルムコンピューターシステム株式会社

所 在 地
会 社 設 立
事 業 内 容

：
：
：

東京都港区南青山7丁目8番1号
1998年7月1日
富士フイルムグループの情報シ
ステム戦略の策定、構築と運用

富士フイルム
コンピューターシステム株式会社

富士フイルムの全ての業務システム
と情報インフラの他、連結経営を支
えるためのグループ全体のIT施策に
ついて、戦略策定から構築・運用ま
でを行っています。

富士フイルム
コンピューターシステム株式会社
システム事業部�ITインフラ部�部長

湯川 立哉氏

「アクセス権が変更されている」「ファイルが紛失してしまった」など、グルー
プ社員からの問い合わせがあると、アクセスログで調査する

VISUACT画面

統合ファイルサーバとVISUACTを日商エレクトロニクス株式会社が納入。
このアクセスログもVISUACTにより収集されている

※
E
R
P
（E

nterprise�R
esource�P

lanning

）

　

�

企
業
全
体
を
経
営
資
源
の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
統

合
的
に
管
理
し
、経
営
効
率
化
を
図
る
た
め
の
手
法
・

概
念
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
統
合
型
（
業
務
横

断
型
）ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
E
R
P
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
呼

ぶ
。

システム事業部
ITインフラ部�主査
石井 泰弘氏
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【スーパーマイク】
■大柳 陽さん
■純心幼稚園（宮城県大崎市）
このスーパーマイクのスイッチを入れると、クワ
ガタムシやカブトムシとお話しができます。

表 紙
言 葉の

この絵は、社団法人発明協会が子どもの自由奔放な発想を広く集めた「第
29回未来の科学の夢絵画展」の作品の中から、同協会のご協力を得て掲載
し、表紙に特徴的部分を拡大しています。

“時は金なり”最近まさしくこの言葉を実感する
ような日々を送っています。通勤に往復約4時間
を費やす私は、細分化された時間をいかに効率よ
く使って、やりたいことをたくさんこなすかが今
のテーマです。時間はちょっと油断すると、もの
すごい勢いで過ぎて行ってしまうもの。学生時
代は、だらだら時間の無駄遣いしていてもったい
なかったなぁ…と思います。� （akubi）

編集後記

■�本誌に関するお問い合わせやご意見、ご希望、ご感想、取り
上げてほしいテーマなど、皆さまからのお便りをお待ちし
ております。お名前、貴社名・部署名、ご住所、電話番号な
どをご記入の上、下記まで郵送、FAX、電子メールなどで
お寄せください。
■�ご住所などの変更に関するご連絡は、宛名ラベルに表示され

ております８桁の登録番号も併せてお知らせください。

■お問い合わせ
　〒100-6419　東京都千代田区丸の内2-7-3　東京ビル
　株式会社 山武 広報グループ azbil 編集係
　TEL：（03）6810-1006　FAX：（03）5220-7274
　E-mail：azbil-pr@jp.yamatake.com
　
■発行日：2008年1月1日
■発　行：株式会社 山武　広報グループ
■発行責任者：須原 一郎
■制　作：産業編集センター

山武グループＰＲ誌「azbil」を
ご愛読いただき、ありがとうございます。

私たちは、

「人を中心としたオートメーション」で、

人々の「安心、快適、達成感」を

実現するとともに、

地球環境に貢献します。 フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
専
用
ア
ク
セ
ス
ロ
グ
収
集
シ
ス
テ
ム V

IS
U

A
C

T

効
率
的
な
ロ
グ
収
集
で
、企
業
の
リ
ス
ク
管
理
を
サ
ポ
ー
ト

a z b i l
m i n d
人 を 中 心 と し た
オートメーションを目指して。

Vol.12

1994年 入 社。 研 究 開 発 部 門
でネットワークセキュリティに取り
組み、Windowsネットワークを対
象としたセキュリティ・ツールを開
発。セキュリティフライデーでは、
VISUACT製品開発の技術面全
般に携わる。「これからも、常に一
歩先行く製品をつくっていきたいと
思います」

有元�伯治
セキュリティフライデー株式会社
VISUACT 開発室長

　

山
武
グ
ル
ー
プ
は
、
2
0
0
2
年
4

月
か
ら
「
山
武
グ
ル
ー
プ
の
活
性
化
」「
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
（
起
業
家
）
の
育
成
」

「
新
事
業
の
開
拓
」
を
目
的
に
、
グ
ル
ー

プ
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
制
度
「
ト
ラ
イ
夢む

」
を

立
ち
上
げ
た
。
そ
の
第
一
弾
と
し
て
事

業
化
さ
れ
、
現
在
で
は
分
社
独
立
し
て

企
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
フ
ラ
イ
デ
ー
株
式
会
社
（
以
下

S
F
D
）
だ
。
そ
し
て
S
F
D
独
立
の

き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
が
、
フ
ァ
イ
ル
サ
ー

バ
専
用
の
ア
ク
セ
ス
ロ
グ
収
集
シ
ス
テ
ム

V
IS
U
A
C
T™

で
あ
る
。

　

S
F
D
は
も
と
も
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
の
研
究
チ
ー
ム
と

し
て
、
山
武
内
に
発
足
し
た
組
織
で
あ

る
。
当
時
は
、
社
外
か
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
侵
害
な
ど
が
注
目
さ
れ
始
め
た
頃
だ
っ

た
が
、
S
F
D
は
企
業
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
早
く
か
ら
着
目
し
て
い

た
。
企
業
の
I
T
化
が
進
む
中
で
、
昔

は
機
密
文
書
と
し
て
厳
重
に
鍵
を
つ
け

て
保
管
し
て
い
た
も
の
ま
で
が
電
子
化
さ

れ
、
誰
も
が
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
サ
ー
バ
に
ア
ク

セ
ス
し
た
時
刻
や
人
な
ど
の
情
報
を
特

定
で
き
る
ロ
グ
の
収
集
と
保
管
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
。
そ
し
て
、

約
１
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
の

が
、V

IS
U
A
C
T

で
あ
る
。

　

 V
IS
U
A
C
T

の
特
徴
は
、
ま
ず
画
期

的
な
ロ
グ
の
収
集
方
法
に
あ
る
。
通
常
、

ロ
グ
の
収
集
に
は
サ
ー
バ
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
一
台
ず
つ
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
型
と

呼
ば
れ
る
方
法
が
採
ら
れ
る
が
、
こ
の
方

法
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
規
模
が
大
き
い
ほ

ど
作
業
負
担
も
大
き
く
、
ト
ラ
ブ
ル
や

製
品
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
時
に
も
逐
一
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
S
F
D

は
パ
ケ
ッ
ト
キ
ャ
プ
チ
ャ
方
式
に
よ
る
独
自

の
技
術
を
開
発
し
、
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
に

流
れ
る
パ
ケ
ッ
ト
の
コ
ピ
ー
を
取
得
す
る

と
い
う
方
法
で
こ
れ
を
実
現
し
た
。
フ
ァ

イ
ル
サ
ー
バ
の
入
り
口
に
仕
掛
け
を
作
る

こ
と
に
よ
り
、
サ
ー
バ
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
入
れ
る
必
要
が
な
く
な

り
、
サ
ー
バ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
負
荷
や

悪
影
響
を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
ま
た
、
ロ
グ
出
力
の
方
法
も
、
複

雑
に
な
り
情
報
量
が
多
す
ぎ
る
ロ
グ
を
必

要
な
分
だ
け
取
り
出
し
、
わ
か
り
や
す
く

出
力
す
る
機
能
を
備
え
て
い
る
。

「
ロ
グ
収
集
を
行
う
た
め
に
、W

indow
s

※
１
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
フ
ァ
イ
ル
共
有
を
行

う
プ
ロ
ト
コ
ル
※
2
の
解
析
が
必
要
な
こ
と

は
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

プ
ロ
ト
コ
ル
は
細
か
な
仕
様
が
公
開
さ
れ

て
お
ら
ず
、
O
S
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
上
が

る
た
び
に
複
雑
に
拡
張
し
て
い
ま
し
た
。

デ
ー
タ
の
流
れ
を
逐
一
突
き
止
め
て
い
く

こ
と
に
、
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
」
と
開

発
担
当
の
有
元
は
語
る
。

　

V
IS
U
A
C
T

は
発
売
直

後
か
ら
I
T
系
メ
デ
ィ
ア

に
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

最
終
的
に
は
2
0
0
4
年
の

日
経
B
P
技
術
賞
を
獲
得
し
た
。
し
か

し
、
販
売
は
思
う
よ
う
に
奮
わ
な
か
っ
た
。

V
IS
U
A
C
T

の
機
能
拡
張
製
品
の
開
発

に
携
わ
っ
た
三
島
は
こ
う
語
る
。

「
発
売
当
初
は
ま
だ
ロ
グ
収

集
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ

ず
、
ニ
ー
ズ
が
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
し
か
し
情
報

漏
洩
や
内
部
統
制
と
い
っ
た

問
題
が
浮
上
し
て
く
る
中
で
、
日
本
を

代
表
す
る
ト
ッ
プ
企
業
を
中
心
に
採
用
が

始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
ロ
グ
収
集
は

常
識
と
な
り
、
そ
の
情
報
を
ど
う
有
効

に
活
用
し
て
い
く
か
が
、
問
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
」

　

S
F
D
で
は
、V

IS
U
A
C
T

が
出
力

し
た
ロ
グ
を
統
計
処
理
し
た
り
ア
ラ
ー
ト

を
出
す
と
い
っ
た
製
品
も
、
シ
ス
テ
ム
開

発
企
業
と
協
力
し
て
豊
富
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
を
揃
え
て
い
る
。

　

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
や
管
理
者
に
負
担
を
感

じ
さ
せ
ず
に
、
高
ま
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
要
求
に
応
え
て
い
く
。
人
を
中
心
と
し

たV
IS
U
A
C
T

の
技
術
は
、
い
ま
時
代

の
追
い
風
を
受
け
て
大
き
な
注
目
を
集
め

て
い
る
。

1995年入社。 研究開発
部門でのネットワークセキュリ
ティ研究の後、創立メンバー
としてセキュリティフライデー
へ。現在、新製品開発部門
を担当している。「誰もが安
心して過ごせるIT社会を目指
して、ソフトウェアを提供して
いきます」

三島�崇
新製品開発室長

※1   Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
※2   プロトコル：ネットワークを介してコンピュータ同士が通信を行う際の約束事。通信手順、通信規約などとも呼ばれる。

　西洋でも東洋でも、日の分割には共通して12進法による12等分ま
たは24等分が使用されている。10進法に慣れている私たちにとっ
て、この12進法は少々不自然な感じがするのだが……なぜ12進法な
のだろう。
　日の出から日没までを12等分するという考え方は、紀元前2000
年ごろのバビロニア人によるものと考えられている。バビロニアは
現在のイラクあたりで、人類史上最初の都市国家文明が栄えた地域
だ。「12」という数字は、2、3、4、6と多くの約数を持ち、分割し
やすいのがその理由らしい。バビロニアでは、最初は昼・夜を３等
分していたが、さらに細かい時間区分が必要になり、各時間を４等分
して12分割を使うようになったようだ。

時 計 の 話

最初の時計は古代エジプトで誕生した。地面に棒を1本突き刺すだけの簡単
なものから、やがて立派な石柱になり、時刻を示す目盛りが付けられたり、携
帯用日時計が作られたりした。日時計の知識はギリシャ、ローマへと伝わっ
た。

水を入れる容器の底近くの側面に水の出る管があり、そこから水が出るとい
うもので水位を見て時刻を読みとるというもの。水時計は天候や昼夜に関
係なく使えるが、日時計ほど正確ではないのが弱点。水時計の仕組みは時代
とともに複雑になり、時報を自動的に鳴らせるものもあった。不正確な水時
計ではあったが、地球の自転リズムと切り離した人が作り出したリズムを利
用している。水時計はやがて機械式時計に取って代わられる。

火時計はろうそくなどを利用し、物が燃える時間が一定というメリットを生
かした時計。９世紀のイングランド（当時はサクソン）では４時間で燃え尽
くす約30㎝のろうそくを作った。ろうそく時計の利点は、音がしなくて静か
であること、持ち運びが簡単なこと、コストが安いこと、常夜灯代わりになる
ことなどがある。

インテリアの一つとして今も人気の砂時計。起源は８世紀のフランスだが、
実際に使われ始めたのは機械式時計が発明された13世紀だと言われている。
湿気や温度変化、揺れにも強いことから航海用の時計として18世紀まで活躍
した。ただ、容易に時計を反転させることができることから不正も多かった
ようだ。

（参考：明石市立天文科学館発行『時と時計の物語』）

 日時計

 水時計　

 砂時計

 火時計（ろうそく時計）

パケットキャプチャ

ミラーポート付ハブ

ファイルサーバ
（Windows,NASなど）

VISUACT

フ
ァ
イ
ル
操
作

社内ネットワーク
アクセスログ

いつ、誰が
何をした

VISUACT
（ビジュアクト）
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